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　実施結果等について、下記のとおり公表します。また、市ホームページや市役所産業観光部商工観光
課（本庁2階）、各支所窓口でも閲覧できます。
１．意見募集の実施状況
　（1）意見の募集期間：令和2年2月10日（月）～ 令和2年3月10日（火）
　（2）意見の提出件数：1件
　（3）意見の提出方法：メール1件
２．意見の内容および意見に対する市の考え方

（※意見のタイトル、意見の内容については原文のとおり）

本市の魅力を
余すことなく発信中です！

常陸大宮市公式SNS

常陸大宮市観光振興基本計画（案）に対する意見募集の結果について

問　　　   商工観光課観光振興Ｇ　☎52-1111　内線274本庁

№ １

意見のタイトル 外国人旅行者をターゲットとした地域密着型観光案内
（常陸大宮にはこれといった観光資源がないと思われるため、人を通して価値をつ
ける）

意見の内容
（原文）

　老人、子供がけんちん汁と卵やき（作り方を知りたい外国人が多い）の作り方を、
古民家（普通の空き家）で教える。
　けんちん汁の野菜など、観光客と農業体験として収穫し、古民家（普通の空き家）
で料理し、そこでたべてもらう。
　日本の普通の生活を味わってもらう為、冬はこたつにみかん、夏はかき氷など
提供する。
　老人、子供と一緒にすることで、親しみをもってもらいリピーターにする。
　子供は英語を話す機会を得ることで、日本人の苦手なスピーキング対策になる。

意見に対する
市の考え方

　外国人旅行客については、本計画の第4章「計画の展開（アクションプラン）
01横のつながり・ネットワークの構築」において、市内事業者･各地域･茨城県広
域等、それぞれの横のつながり･連携をすすめ、多様な来訪者への受け入れ体制を　
強化してまいります。
　近年は、日本文化や日本食等の人気に加え、国際的なイベントの開催など、訪
日観光客は急速な増加をみせており、観光産業の発展とインバウンド※は切って
も切り離せない存在となっております。ご意見の趣旨のとおり、常陸大宮市の資
源は、何よりも「人」です。たくさんの出会いは、地域の活力を広げる大きな力
となります。里山体験をしたい外国人観光客の誘客についても、この地域を体感
できる里山体験･田舎体験を提供できる体制を構築し、快適な観光ができる環境づ
くりを進めてまいります。

※インバウンド：外国人が訪れてくる旅行のこと。


